








4Sumi tomo Chemical   CSR Repor t  2007





6





8Sumi tomo Chemical   CSR Repor t  2007



住友の事業精神にある「信用を重んじ確実を旨とし」









住友化学は、2005年1月に日本の化学会社としては初

めて、国際連合のアナン事務総長（当時）が提唱する「グロー

バル・コンパクト」に参加することを表明しました。当社は、
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住友化学のCSR

ステークホルダーとの対話

レスポンシブル・ケア

経済







安全、環境、品質に関する基本方針

住友化学は、あらゆる事業活動において、安全、環境、品

質に関して最優先に取り組むべき事項を、







レスポンシブル・ケア活動
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ザ ポリオレフィン カンパニー（シンガポール）

ザ ポリオレフィン カンパニー（シンガポール）（The

Polyolefin Company (Singapore) Pte. Ltd.：TPC）は、

住友化学シンガポール株式会社（Pet rochem ica l

Corporation of Singapore (Pte) Ltd.：PCS）を中核と

するシンガポール石油化学コンビナートの中に位置し、年

間80万トンのポリエチレン、ポリプロピレンを生産する住

友化学グループ最大の海外樹脂生産拠点です。

シンガポール石油化学コンビナート内では9つの独立し

た会社がそれぞれの製品を製造していますが、保安防災活

動を有効に行うためにPCSがコンビナート全体の保安防災



朝日化学工業

朝日化学工業株式会社は、顧客、従業員、株主から「人と

社会と地球のために」貢献する“いい会社”と評価され社員が

誇れる企業を目指して、レスポンシブル・ケア（RC）活動に

取り組んでいます。2006年度は、長年の課題であった

ISO14001の認証を取得しました。

2007年1月には、従来の品質、安全、環境に関する各方

針を
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レスポンシブル・ケア活動

環境会計

住友化学は、環境保全に関わる投資・費用と効果を定量







※1 Environmental Policy Priorities Index for Japan（環境政策優先度指
数日本版）のことで、スイスの環境希少性（Eco Scarcity）手法を起源
とする環境影響を統一的に単一指標（エコポイント）で評価する手法。
目標（法律、環境政策など）と実際の状態との距離（乖離状態）を、物







レスポンシブル・ケア活動
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安全成績

2006年度の安全成績は、社員の休業災害が1件（休業災

害度数率：0.09）、協力会社社員の休業災害が2件（休業災

害度数率：0.2）発生しました。

社員の災害発生は、2002年度以降減少傾向にあります。

これは







ュアルを整備し、年間計画を作成して計画的にオペレータ

ーの教育・訓練を行っています。さらに、各工場には各種

の消防車両、消防水用大型ポンプ、消火栓、消火薬剤を準備

し、公共の消防隊が出動するまでに初期消火を行う体制を

整えています。

リスク管理プログラムの活用

住友化学は、近隣住民の方、構内に入られる方など、すべ

ての人の安全を最優先とするために、米国の基準を参考に、

既存プラントで取り扱っている毒性物質についての災害想

定リスクの検討を行ってきました。さらに、プラントで働

く従業員の安全確保のためにも、爆発・火災を想定した総

合防災構想のもと、新たに愛媛工場に統合生産センターを

建設しました。災害想定ソフトウェア・ツールとして、主に

「TRACE」（米国SAFER Systems社製）を、各工場・研究















グリーン調達への対応



近年、中国、インドおよび東南アジアからの原材料の輸





育成ローテーションの実施





障がい者雇用

障がい者の社会参加と能力の開発に貢献するべく、住友





各事業所とその周辺の地域との関係は、単に自治体と立











無機薬品、合成繊維原料、有機薬品、メタアクリル、アルミナ製品、アルミニウム等
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経済活動

各事業部門の事業付加価値の拡大











FAX 03‐5543‐5901　住友化学株式会社 コーポレートコミュニケーション部行�
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